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要旨

目的:小児看護学実習(以下実習)で看護学生(以下学生)が子どもの受け持ちとなり看護を

することに対する家族の思いを明らかにし、実習での教育のあり方を検討する。方法:医学

中央雑誌を用い、キーワードを「小児看護学実習」として、実習で学生が受け持ちをした子

どもの家族の思いに関する内容の記述のある 11の圏内文献を分析した。結果:1.学生の受

け持ちとして子どもを依頼された家族の思い、 2. 学生と初対面の際の家族の思い、 3.学生

の子どもへのかかわりに対する家族の思い、 4.子どもの様子に対する家族の思い、 5. 学生

の態度に対する家族の思い、 6.家族にとって学生の存在に対する家族の思い、 7.学生の看

護技術に対する家族の思いが明らかとなった。考察:1.学生のかかわりによる子どもの変化

による家族の喜びと負担、 2. 学生から家族が受ける助けと負担があり、学生に対する指導・

教育のあり方、学生が子どもを受け持つ事に対する家族への説明の重要性が示唆された。

キーワード:小児看護学実習、看護学生、子どもの家族

1.はじめに

子どもは、入院することで病気や治療のみ

でなく、家族と離れることや慣れない病院で

の生活という、環境の変化によりさまざまな

混乱を引き起こす(梶山ら、 1988)。子どもの

入院について、 1959年のプラットレポート

により、病院において子どもの権利を守りな

がら援助することの重要性が報告された。こ

のことより「病院における子ども憲章:

E田opeanAssociation For Children in Hospi凶 J

が出され、子どもに家族が付き添うことや子

どもに対する面会者には年齢による制限が

あるべきで、はないことなどが報告された。こ

れらから、我が国では「小児看護領域の看護

業務基準」が作成され、面会の制限、家族の

付き添いについては子どもと家族の希望に

応じて考慮されることなどが述べられてい

る。そして、現在は子どもの入院に際して、

家族が付き添いをしている場合が多い。しか

し家族は、子どもが入院することで、入院さ

せてしまったという自責の念、辛い検査や治

療に耐える子どもを目の当たりにして身を

切られる思いでいる(今西ら、2014)。そして、

子どもに付き添うことで家庭での役割が果

たせない、子どものきょうだいの側にいるこ

とができない辛さや仕事を休まなければな

らない社会的役割に対する悩みなどを抱え

ている。さらに、子どもの付き添いによる身

体的な負担や子どもの側を離れることがで

きない不自由さなどさまざまな悩みを抱え

ながら子どもの側にいる。そのような中、子

どもが、小児看護学実習(以下実習)で病棟

にきている看護学生(以下学生)の受け持ち

児となる場合がある。学生は、訪室して子ど

もへのかかわりをすることとなるのである。
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学生にとって受け持ちの子どもの家族は、

子どもと同様に看護の対象者であるが、同時

に子どもとかかわる際の助言や助けが得ら

れる存在でもある。よって、実習において学

生は、子どもと関係を築き、子どもへの看護

の展開をすると同時に、家族とも関係を築い

ていかなくてはならない。しかし、看護体験

の少ない学生が子どもやその家族の看護を

行うには技術が十分とはいえない、尚且つ現

在の学生はコミュニケーションや人とかか

わることが弱いと言われている。学生に子ど

もを受け持たれることとなった家族にとっ

て、子どもの療養の世話と同時に学生への気

遣いをしなくてはならない状況となること

が推測される。このことより家族が、学生が

子どもへのかかわりや看護をすることや家

族とのかかわりもすることをどのように思

っているのか知る必要があると考えた。

そこで、実習で学生が受け持った子どもの

家族を対象にした圏内文献を検討し、学生が

子どもの受け持ちとなり看護をすることに

対する家族の思いを明らかにすることとし

た。そして、実習で学生が、家族の思いを理

解した上で子どもやその家族へのかかわり

ができるよう、家族の負担とならないような

実習となるために、教員として学生指導のあ

り方を検討することとした。

ll. 目的

実習で学生が子どもの受け持ちとなり看

護をすることに対する家族の思いを明らか

にすることとした。その結果より、実習での

教育のあり方を検討することとした。

ill.用語の定義

家族:広辞苑第六版(2008)によると、家族

とは、夫婦の配偶者関係や親子・きょうだい

などの血縁関係によって結ばれた親族関係

を基礎として成立する小集団、と定義されて

いる。本研究においては、入院している子ど

もの付き添いをする家族を対象とする。よっ

て、家族を、子どもが病気となり入院する際
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に子どもに付き添い世話をする人とし、両親、

祖父母、子どもの養育者とする。

N.方法

医中誌 web(Ver. 5)を用いて 1977，..，._，2014

年までに発表された国内論文を検索した。実

習で学生が受け持ちをした子どもの家族の

思いに関する文献を網羅できるようキーワ

}ドを「小児看護学実習」として検索した

449件が得られた。また、ハンドサーチによ

って得られた文献も含め、論文の題名、抄録

および本文を読み、家族を調査対象とした実

習で学生が受け持ちをした子どもの家族の

思いに関する内容の記述のある 11件を分析

対象とした。

V.結果

1.学生の受け持ちとして子どもを依頼され

た家族の思い

家族は、学生が子どもの受け持ちを依頼さ

れたことについて、若いなあ、何をする人か

なw まだ学生だな、慣れていなし刈嶋田、

2000 :森ら、 2012)など、心配や懸念を感じ

つつも、協力するのは当然だという思いと、

病気の子どもでも何かの役に立ちたい、子ど

もの成長や付き添い生活の支援など得られ

るという期待(森ら、 2012:中尾ら、 2013)

から受け持ちを同意していた。また家族自身

にも、看護を学ぶ学生の友人がいる、出産の

時に他の人に学生がついていていいなと思

っていた、すてきな職業と，思っていた、将来

の看護師を育成することで社会の役に立ち

たい(嶋田、 2000:中尾ら、 2013)、というよ

うな学生に対する好意的な認識があったこ

とが、子どもの受け持ちとして同意した要因

の一つでもあった。

一方、突然言われでも戸惑う、いきなりだ

と心構えがないと戸惑いをみせる家族(嶋田、

2000)や、心身に障害のある子どもの家族は、

子ど、もが思ったことをすぐに言ったり、遊ん

だり話したりできないことで、受け持ちの子

どもとして適任かと心配している家族もい
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た(森ら、 2012)。また、性格が暗い、勉強熱

心で、ない学生であったら困るなという心配

も抱えていた(福井、 1994)。

2.学生と初対面の際の家族の思い

家族は学生と最初の出会いである挨拶の

際に、学生について、優しそう、清潔感があ

り、ニコニコはきはきしていた、感じの良い

きちんとした人、子どもを可愛がってくれそ

うな人、自然な感じ(嶋田、 2000)と好印象を

抱いていた。加えて、子どもを学生に任せる

ことに関して、学生だから任せられないとは

思わない、期待をした。看護師の指導の元で

と説明され勝手にするのではないとわかっ

て安心した。教員がついていたことで安心感

があった。面倒を見てくれる人と思っていた

(嶋田、 2000)。

3.学生の子どもへのかかわりに対する家族

の思い

家族は、学生の子どもへのかかわりの様子

から、学生の子どもを思う接し方に満足した、

子どもとしっかりかかわってくれたので不

安が軽減した、誠実であり常に子どもの心を

和ませる声かけをしていた、おもちゃを作っ

てきてくれた、遊んでくれるんだなと思って

嬉しかった、穏やかな接し方で母子ともに気

分が安らいだ、と学生の態度について実によ

くやってくれた、本当に親身になってくれた、

と喜んでいた(嶋田、 2000:細谷ら、 2004: 

栗原ら、 2005:森ら、 2012)。また、病気療

養している子どもの支援などで心身ともに

疲れている家族にとって、学生の子どもに対

する“かわいい目との言動により、忘れかけ

ていた子どもの誕生を待ち望んでいた親と

しての希望を思い出す(野村、 2004)という親

としての喜びを味わう一面もみられていた。

一方、学生に対して、もっと積極的に、リ

ラックスしてと励ましたり、子どもの人見知

りが強くて学生に淋しい思いをさせたので

はないかと心配したりした(福井、 1994)。反

面、学生個々のもつ子どもに対する苦手意識

や、人見知りをする子どもに対してコミュニ

ケ}ションが上手くし、かなかったことで負

担を感じていた(城内ら、 2007)。

4.子どもの様子に対する家族の思い

家族は、学生がかかわることによる子ども

の様子について、喜んでいた、表情が明るく

なった、学生に慣れてきた、学生にニコニコ

して懐いていたので嬉しいと思った、子ども

のストレスがなくなってきている、というよ

うに楽しむ子どもの姿を捉え、きっと子ども

も安心したと思うと感じているなど(嶋田、

2000 :細谷ら、 2004:栗原ら、 2005:阿部ら、

2006 :中尾ら、 2013)、学生を子どもの受け

持ちとして受けたことに喜びと安堵感があ

ったと考える。

5.学生の態度に対する家族の思い

家族は、学生の態度について、とても良く

頑張ってくれていた、自分がいない間にはき

ちんと子どもの相手をしてくれ安心で、きた

など、学生の一生懸命な姿に好印象を受けて

いた。また、学生が子ど、もの性格をびったり

言い当てたことに驚き、安心して預けられる

と思っていた(高田谷ら、2004:栗原ら、2005)。

加えて、日常的な挨拶、会話、言葉使い、同

室者の気配りができている学生は子どもと

良い関係を築けていると捉えていた(城内ら、

2007)。

一方、家族は学生の消極的な態度や子ども

の不慣れな対応に心配や戸惑いや頼りなさ

を感じ(嶋田、 2000:栗原ら、 2005:森ら、

2012)、すぐに対応してくれない、学生にど

こまで、頼っていいのかわからない(嶋田、

2000 :栗原ら、 2005)と不安を感じている場

合もあった。

6.家族にとって学生の存在に対する家族の

思い

家族にとって学生は、子どもの面倒を見て

くれてよかったと思った(嶋田、 2000)、子ど

もが一人になると泣くので助かった、学生が
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子どもの側にいて相手をしている聞に、トイ

レ、洗濯、売店、銀行などの所用や、家に帰

ってくることなど自分のことができる(福井、

1994 :栗原ら、 2005:阿部ら、 2006)、自分

がいない時に子どもの相手や身体拭きなど

をしてくれて良かった(栗原ら、 2005)、子ど

もと二人きりが続いて疲れるし、学生が子ど

もにかかわることで子どもが楽しそうにし

ていることに喜びと安堵感があった(阿部ら、

2006)、と家族の負担軽減への支援と子ども

を安心して任せることができたことで、心配

や不安が軽減したことに感謝していた(細谷

ら、 2004:森ら、 2012)。また、手術直後や

急性期症状の強い時、検査や処置の時など、

学生が側にいてくれることで、子どもも付き

添いも安心できたこと(福井、 1994)、学生が

家族の気持ちを聞いてくれること(嶋田、

2000)、学生が家族と看護師との橋渡しの役

目にもなってくれたこと(栗原ら、 2005)に感

謝していた。

そして、学生に子どもの病状の変化を闇き

たい、これからも母親の相談相手になって欲

しい、受け持ち期聞が短くもっと長く話した

かったし、毎日会えるとよかった(嶋田、

2000 :栗原ら、 2005)という希望を抱いてい

た。

一方、家族は、ベッドサイドで休息したい

ときも学生が離れないでいる、大きな声の会

話や笑い声は不愉快のことがあり、もう少し

周りに気を遣って欲しい、母親が来ていない

他の子どもにも眼をかけて欲しい(嶋田、

2000 :栗原ら、 2005)と思っていた。加えて、

子どもの病気が急性リンパ性白血病で病状

が思わしくなく子どもも家族も落ちつかな

い状況にあったことや入院して一週間で慣

れていないこと、子どもの人見知りが激しい

ことなど、家族が子どものことで頭が一杯に

なっている時、あるいは自分の体調が優れな

い時は協力できないと思っており、学生に気

遣いすることに負担を感じていた(福井、

1994 :城内ら、 2006)。また、学生が家族や
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子どもに対して帰りに挨拶をしないことに

不快に思っていた(嶋田、 2000)。

7.学生の看護技術に対する家族の思い

家族は、学生が子どもに行う看護技術につ

いて、学生は知識や技術が未熟であり判断力

も乏しい(福井、 1994)と感じており、学生が

子どもの世話をすることが意外と考えてお

り(長谷川ら、 1992)、食事介助、着替え、お

むつ交換に関しては、学生が実施することに

否定的に思っている家族が多く、清拭、洗髪

については学生が実施することについて迷

っている家族が多かった(長谷川ら、 1992)。

また、症状や状況の変化について、診療の処

置については十分な判断をして対応ができ

ないため母親にとっては良い印象は受けて

いないようであった(城内ら、 2007)。

VI.考察

1.学生のかかわりによる子どもの変化によ

る家族の喜びと負担

家族は、学生のかかわりで、子どもの表情

が明るくなり、楽しそうにしている様子に、

子どもが辛い療養生活から癒され、楽しさや

喜びを感じていると受けとめ、喜びと安堵感

がみられている。子どもは、入院としづ環境

の変化により、泣き叫ぶ、空さわぎする、両

親に固くしがみつく、睡眠障害、拒食や過食

などの心理的混乱状態が現れることがある

(長畑ら、 1970)。さらに病状の変化による子

どもが受ける痛みや苦痛なども想像できる。

そのような子どもの様子をみている家族の

不安や心配は多大なものであったと推測さ

れる。家族は、学生のかかわりから子どもの

楽しそうな様子に喜びを感じ、自身の子ども

を思う苦しみが癒された安堵感と学生の受

け持ちに同意する時に感じていた不安が軽

減したことからの安堵感があったと考える。

また、学生の子どもに対して可愛いと素直

に感じて、子どものために何かしたいと思う

誠実な態度が好印象であったと同時に、子ど

もを大切に思う学生の心が伝わったことが
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伺える。そこには、学生個々がもっ明るさ、

優しさなどの個性も含まれると考えるが、何

より子どもについてよく理解して、子どもが

表す思いに対するかかわりや子どもが喜ぶ

遊びの工夫、実習に対して学生が前向きに努

力したことの結果であると考える。

一方、家族は実習で緊張している学生の硬

い表情や態度に心配していた。家族は学生が、

子どもとのかかわりが上手にできていない

と判断して、子どもとのかかわりを続けられ

るのか心配となったと考える。そこで、家族は、

学生に「積極的にJrリラックスして」など

の助言をしていたが、逆に学生への気遣いが

負担となる家族もいた。子どもとの接触体験

の少ない現在の学生は、子どもとのかかわり

に戸惑いを感じている。また、子どもの側に

いる家族に対しても過剰意識して、自分が評

価されているのではないかと家族の視線の

重圧があり家族や子どもへのかかわりに戸

惑いを感じている(小代ら、 2010)。しかし、

子どもの思いや子どもへのかかわり方など

よく知っている家族は、学生にとって助けと

なる存在でもある(小代ら、 2009)。学生は、

家族の「積極的にJrリラックスしてJなど

の言葉に助けられたのではないかと考える。

しかし、家族にとってそのことが負担と感じ

る場合があることが明らかとなった。

そこで、教員や指導者が、家族とコミュニケ

ーションをとりながら関係を築き、家族の思

いを把握し、学生が家族の負担要因とならな

いように学生や家族の聞に立ち、調整を行っ

ていく必要があると考える。

2.学生から家族が受ける助けと負担

学生は、家族を自己の評価者と受けとめて

しまう傾向にあり(小代ら、 2010)、家族の存

在を意識しずぎるがあまり、家族の表情、態

度や行動を家族の学生に対する感情として

敏感に受けとめる(阿部ら、 2011)。そのこと

が、学生の緊張を高めることとなっているた

め、家族の休息したい思いや子どもの病状か

ら子どものことで、頭がいっぱいである家族

の心理状況に気づかない学生の言葉や行動、

態度が家族に負担を与えているのではない

かと考える。

しかし、学生は、家族を子どもへの支援を

する協働者と捉えることで、家族の思いを理

解しようとし、子どもへの援助の方法につい

て家族から情報を得ようとする(小代ら、

2009)。そして、家族から受け入れられるた

めに、最初は一定の距離をおきながら、きち

んと挨拶することや、丁寧に接することを心

がけていた(藤田ら、 2011)。家族の捉えた、

表情が明るく、ニコニコはきはきしていた、

感じの良い、という学生の態度は、家族に好

印象を受けることとなったと考える。そして

学生は、家族の子どもの対する愛情、子ども

を支えようとする家族の姿を見て、家族の子

どもに対する想像を超えた深い思いを感じ

とった上で、どのように家族にかかわったら

よいか戸惑いを感じながら子どもや家族へ

のかかわりをしている(阿部ら、 2011)。その

家族の思いを大切にする学生の思いが、子ど

もが泣くため離れることができない家族の

負担軽減への支援となっていたと考える。栗

原ら (2005)は、実習の目的は家族の手助けで

はない、と述べている。本来であれば看護師

が常に子どもや家族のニードに応じ、適切な

ケアをしていかなければならないが、看護師

の現状を見ると、必要な時に必ずしも子ども

や家族の側に看護師がいるとは限らない。そ

のような状況のもとで家族にとっては、学生

が受け持ちとして側にいることで助けられ

ている(福井、 1994)。家族の負担軽減という

看護は、小児看護では大切なことであり、学

生の小児看護として学ぶこととしても重要

なことであるのではないかと考える。

一方、現在の学生は、人とかかわることが

弱いことが指摘されている(江本ら、 2001)。

このことが、家族が休息したいという思いに

気づかない、大きな声で会話する、学生の笑

い声に家族が不愉快に思っていることに気

づかない、といった学生の態度となっていた

と考える。教員や指導者は、家族の思いと学
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生個々のレディネスを理解して、学生が家族

の思いにそった行動ができるように指導を

する必要がある。そのためには、教員や指導

者が家族との人間関係を深めておく必要が

あるのではないか。

また、家族は、子どもと学生のコミュニケ

ーションが上手くいかないことに対して負

担を感じていた。発達途上の子どもは思いを

言語で表現することが難しい、そのような子

どもの思いを理解することは学生にとって

困難な状況である(小代ら、 2009)。そのこと

が学生の子どもに対して苦手意識となるこ

とや、人見知りの子どもとのコミュニケーシ

ョンに苦心していることに繋がり、家族の負

担となっている。教員や指導者が、学生に対

して子どもにかかわるための助言、助け、関

わりのモデ、ノレ提示(小代ら、 2010)となること

で、学生の子どもへの学びへと導く必要があ

る。

最後に、家族は子どもの受け持ちとして学

生を受けることについて、突然の話であり戸

惑いを感じ、学生が何をするのか、どのよう

な学生なのかなど、さまざまな不安を抱えな

がら子どもの受け持ちの同意をしていた。そ

して、学生の行う看護技術に戸惑いも感じて

いた。栗原ら (2005)は、現状では、家族に対

して学生の立場や実習の目的が明確に伝わ

っていない場合が多い、と述べている。子ど

もを学生の受け持ちとして子どもや家族に

お願いする際に、実習目的や学生が実際行う

援助技術など詳しく説明し、同意を得ること

が重要と考える。

VH.結論

1.実習で学生が子どもの受け持ちとなり看

護をすることに対する家族の思いには、1)

学生の受け持ちとして子どもを依頼された

家族の思い、 2)学生と初対面の際の家族の思

い、 3)学生の子どもへのかかわりに対する家

族の思い、 4)子どもの様子に対する家族の思

い、 5)学生の態度に対する家族の思い、 6)

家族にとって学生の存在に対する家族の思
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い、 7).学生の看護技術に対する家族の思い

が明らかとなった。

2.学生のかかわりによる子どもの変化によ

る家族の負担や学生から家族が受ける負担

に対して、学生への指導・教育のあり方、学

生が子どもを受け持つ事に対する家族への

説明の重要性が示唆された。

分析対象文献

阿部美夏子、西野郁子(2006):小児看護実

習で 1名の患児を継続して受け持った学

生の学習効果と患児・家族にとっての意義.

千葉県立衛生短期大学紀要.25(1):31-37. 

森浩美、小口初枝、岡田洋子(2012):小児

看護学実習における付き添い家族の認識.

日本小児看護学会誌.21 (3) : 22-28. 

栗原由子、伊藤美佐子(2005):看護学生に

受け持たれる子どもの家族は看護学生を

どう見ているか一病棟看護師が行った調

査の結果から-埼玉小児医療センター医

学誌.22 (2) : 65-69. 

細田京子、渡辺美穂、生須典子他(2004): 

小児看護学実習における学生の受け持ち

愚児および家族に及ぼす影響.群馬県立医

療短期大学紀要. 11: 79-89. 

野村佳代(2004):小児看護学実習における

学生と母親の信頼関係に及ぼす影響要因

の検討一学生と母親の言動と実習記録の

分析から-日本赤十字看護学会誌.4(1) 

: 106-114. 

長谷川えり子、村井静子(1992).小児看護

実習における学生の実習行為に及ぼす付

き添いの影響ーアンケート調査から-新

見女史短期大学紀要. 13: 35-56. 

福井景子(1994):病児を受け持つ学生に対

する付き添いの意識一小児看護実習にお

ける質問紙法の記述内容から一.福井県立

大学看護短期大学部紀要創刊号:63-74.

嶋田文(2000):母親の看護学生に対する心

理とそれに影響する因子一乳幼児期の病

気を持つ母親を対象にした調査からー.神

-
h
d
 

G
U
 



奈良看護紀要 VOL11.2015

奈川県立看護教育大学校看護教育研究集

録:410-417. 

域内貴代美、熊谷江利子、高塚由香里他

(2006) :態児の母親が看護学生について

受ける印象一看護学生が受け持ちをして

いる児の母親としていない母親の比較-

第 37回日本看護学会論文集小児看護:

294-296. 

城内貴代美、熊谷江利子(2007):看護学生

が受け持ちをした患児の母親に与える影

響一アンケート調査一.第 38回日本看護

学会論文集小児看護 :170-172.

中尾美代子、山本宗子、矢田昭子(2013): 

看護学生の受け持ちを繰り返し引き受け

た患児の母親の思いや原動力.第43回日

本看護学会論文集小児看護:114-1170 

文献

阿部裕美、佐藤佳代子、合間友美(2011): 

看護学生と受持ち患児の母親との関係形

成に向けた効果的支援の検討一母親との

かかわりの中で、困惑した場面に焦点を当

てて一、 )11崎医療短期大学紀要、 31: 21 

-26. 

江本リナ、込山洋美:看護系大学における小

児看護学実習の実態と今後の方向性、平成

10年度文部省科学研究費助成金報告書、

文部省、 2001.

藤田千春，永田真弓，慶瀬幸美(2011):小児

看護学実習において看護学生が受け持ち

児の家族との関係を築く過程、横浜看護学

雑誌、 4(1): 49-55. 

福井景子(1994):病児を受け持つ学生に対

する付き添いの意識一小児看護実習にお

ける質問紙法の記述内容から福井県立

大学看護短期大学部紀要.創刊号:63-74.

今西誠子、伊豆一郎(2014):入院時に付き

添う母親のスヒ。チュアノレペインについて

の一考察、中京学院大学看護学部紀要、

4(1) : 1-12. 

栗原由子、伊藤美佐子(2005):看護学生に

受け持たれる子どもの家族は看護学生を

どう見ているか一病棟看護師が行った調

査の結果から-埼玉小児医療センター医

学誌. 22 (2) : 65-69. 

Mii11er，D.J .，Harris，P，J.， Wa抗ley，L(1986):Nursing 

Chi1dren Psychology Research& Practice， 

Harper& Row Limited/梶山祥子、鈴木敦子

(1988) :病める子どものこころと看護、医

学書院、東京.

長畑正道、渡部淳(1970):入院児の精神衛

生、医学書院、東京

中野綾美、田中克枝、益守かづき他(2015)

:小児看護の発達と看護、 MCメディカ出

版、大阪.

新村出(2008):広辞苑第六版.岩波書宿、

東京.

小代仁美，楢木野裕美(2009):小児看護学

実習において看護学生が子どもとの人間

関係の形成に向けて一歩踏み出すために

影響する要因. 日本小児看護学会誌、 18

(2) : 9-15. 

小代仁美，楢木野裕美(2010):小児看護学実

習において看護学生が子どもと関わるこ

とを鴎踏させる影響要因.日本看護研究学

会雑誌、 33(2) : 69-76. 

po 
po 


